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2025年９月７日（日）＠関西大学

統計・データサイエンス力向上のための授業に係る優秀事例表彰
2024年度受賞者記念講演会

情報科・数学科・探究科

林 宏樹 （Hiroki Hayashi）

雲雀丘学園中学校・高等学校

〒６６５-０８０５ 兵庫県宝塚市雲雀丘4-2-1

高等学校情報Ⅰにおける統計グラフポスターを題材とした
データサイエンス教育実践

～データの活用×情報デザインの連携～
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「情報Ⅰ」について

「情報Ⅰ」

問題の発見・解決に向けて，事象を情報とその結び付きの視点から捉え，

情報技術を適切かつ効果的に活用する力を全ての生徒に育む

1. 情報社会の問題解決

2. コミュニケーションと情報デザイン

3. コンピュータとプログラミング

4. 情報通信ネットワークとデータの活用

情報Ⅰ データサイエンス教育
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本実践は，探究するモチベーションを高めるために，
探究の成果を統計ポスターを作成し，外部コンテストに参加

時期 単元

取組１ 4月～7月
(1) 情報社会の問題解決

(4) データの活用

8月 統計ポスターの作成（作品①）

取組2 9月～12月
(3) コンピュータとプログラム
(4) 情報通信ネットワーク

取組3 1月～3月
(2) コミュニケーションと情報デザイン
統計ポスターの作成（作品②）

年間指導計画

「情報Ⅰ」 年間指導計画

情報Ⅰ データサイエンス教育
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令和４年度 「情報Ⅰ」 年間指導計画

時期 単元

取組１ 4月～7月
(1) 情報社会の問題解決
(4) データの活用

8月 統計ポスターの作成（ポスターA）

取組2 9月～12月
(3) コンピュータとプログラム
(4) 情報通信ネットワーク

取組3 1月～3月 (2) コミュニケーションと情報デザイン

3月 統計ポスターの作成（ポスターB）

年間指導計画 「データの活用」の知識・技能
問題発見→分析→
解決策の提案→まとめ

情報デザインの知識・技能
見方・考え方を学ぶ

次なるアクション
作品②の作成

作品①の評価→改善

林 宏樹, 渡辺博芳: 高等学校「情報Ⅰ」データの活用における段階的なPPDACサイクルの指導によるデータサイエンス教育
実践, 情報処理学会論文誌, 教育とコンピュータ, Vol.10, No.1, pp1-12（2024）.

林 宏樹, 渡辺博芳: 高等学校『情報I』における統計ポスターを題材として『データの活用』と『情報デザイン』を連携す
る授業実践, 情報処理学会論文誌, 教育とコンピュータ, Vol.10, No.3, pp26-36（2024）.
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カリキュラムデザイン

◆動画教材を活用した授業を実践する

◆探究の題材として，統計ポスターを採用する

◆探究のフレームワークとしてPPDACサイクルを採用する

P

P

Ｄ

A

C

（Problem）解決すべき問題を捉える

（Plan）Prでの議論をもとに具体的な計画を立てる

（Data）必要なデータを取捨選択し，収集・整理整形する

（Analysis）データを適切に可視化し分析する

（Conclusion)分析結果を的確に整理し考察を行う

DSを活用した問題解決の

フレームワークとして利用可能

な統計的探究プロセスである
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一覧
世界はデータで出来ている

～STEAM探究のための統計・データサイエンスの道具箱～

今回使用した動画

経済産業省「未来の教室」STEAMライブラリー 世界はデータで出来ている ～STEAM探究のための統計・データサイエンスの道具箱～
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概要 内容 PPDACサイクルによる体験

提案1 「データの活用」
相関係数の理解・活用，回帰分析法

（数学Ⅰの内容を含む）
Data（データ）
Analysis（分析）

提案2
 「データの活用」

＋「問題解決」
標準化得点によるデータの比較

（数学Bの内容を含む）

Data（データ）
Analysis（分析）
Conclusion（結論）

提案3
 「データの活用」

＋「問題解決」
問題解決を目的とした探究活動

（統計ポスターの作成）
Pr・Pl・D・A・C
の1回目の実施

提案4
 「データの活用」

＋「問題解決」
＋「情報デザイン」

統計ポスターの作成
＋

情報デザインによる統計ポスターの改良

Pr・Pl・D・A・C
の2回目の実施

情報Ⅰ データの活用のカリキュラム提案

情報Ⅰ データサイエンス教育
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基礎学習

探究１ 探究３

探究２

DSに関する表計算ソフトの技能
統計量などの数値の理解
回帰分析法の理解

e-statや気象庁データの収集
相関係数を用いた分析事例
回帰分析法の説明

動画教材を用いた指導

割合を用いた標準化の理解
標準化得点の利用事例
考察の事例

興味関心のある課題設定
PPDACサイクルを用いた探究
統計ポスターの作成

P P

D A C

P P

D A C

P P

D A C
動画教材を用いた指導

P P

D A C

情報処理学会研究報告コンピュータと教育CE167にて既発表

段階的なPPDACサイクルの指導

情報Ⅰ データサイエンス教育
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数学Ⅰ×情報Ⅰ

オープンデータ収集 散布図→相関係数 考察

・月別平均気温
・最高気温25℃以上の日数
・降水量
・風速
など，複数データで分析

分析したデータから
傾向を見出す

相関分析における探究事例

情報Ⅰ データサイエンス教育
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◼ Data（データ）

 外れ値の判断をしているか

◼ Analysis（分析）

 散布図と相関係数を適切に扱っているか

◼ Conclusion（結論）

 適切に分析結果を記載できているか

 データの特性に基づいた考察が
できているか

Problem Plan Data Analysis Conclusion 提出
1回目

情報Ⅰの取組 授業の特徴の1つに，
PPDACサイクルを用いた指導

やってみなはれ！挑戦の先に見えてくるもの

情報Ⅰ データサイエンス教育
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概要 内容 PPDACサイクルによる体験

提案1 「データの活用」
相関係数の理解・活用，回帰分析法

（数学Ⅰの内容を含む）
Data（データ）
Analysis（分析）

提案2
 「データの活用」

＋「問題解決」
標準化得点によるデータの比較

（数学Bの内容を含む）

Data（データ）
Analysis（分析）
Conclusion（結論）

提案3
 「データの活用」

＋「問題解決」
問題解決を目的とした探究活動

（統計ポスターの作成）
Pr・Pl・D・A・C
の1回目の実施

提案4
 「データの活用」

＋「問題解決」
＋「情報デザイン」

統計ポスターの作成
＋

情報デザインによる統計ポスターの改良

Pr・Pl・D・A・C
の2回目の実施

情報Ⅰ データの活用のカリキュラム提案

情報Ⅰ データサイエンス教育
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オープンデータ収集

独立行政法人統計センター

単に得られた
データを
比較しない

標準化得点を
比較する

データの加工 考察

分布から傾向を
見出す

データの裏側にある
背景を見抜く

標準化を用いた探究事例

情報Ⅰ データサイエンス教育
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標準化を用いた探究事例

情報Ⅰ データサイエンス教育
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概要 内容 PPDACサイクルによる体験

提案1 「データの活用」
相関係数の理解・活用，回帰分析法

（数学Ⅰの内容を含む）
Data（データ）
Analysis（分析）

提案2
 「データの活用」

＋「問題解決」
標準化得点によるデータの比較

（数学Bの内容を含む）

Data（データ）
Analysis（分析）
Conclusion（結論）

提案3
 「データの活用」

＋「問題解決」
問題解決を目的とした探究活動

（統計ポスターの作成）
Pr・Pl・D・A・C
の1回目の実施

提案4
 「データの活用」

＋「問題解決」
＋「情報デザイン」

統計ポスターの作成
＋

情報デザインによる統計ポスターの改良

Pr・Pl・D・A・C
の2回目の実施

情報Ⅰ データの活用のカリキュラム提案

情報Ⅰ データサイエンス教育
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統計的探究プロセス 進捗確認表

・問題（Problem）…調査したい内容の問いを立て，予想する答えを考える（仮説設定）

・計画（Plan） … データ収集可能か調べる，授業時間内に可能であるか考える

・データ（Data）…データ収集する，外れ値・異常値を判断する

・分析（Analysis）…どのような可視化するか，比較・分類する，特徴的な部分を見抜く

・結論（Conclusion）…結果と考察をわける，考察をまとめる

統計ポスター 演習進捗確認表

情報Ⅰ データサイエンス教育
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制作した統計ポスター

情報Ⅰ データサイエンス教育
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概要 内容 PPDACサイクルによる体験

提案1 「データの活用」
相関係数の理解・活用，回帰分析法

（数学Ⅰの内容を含む）
Data（データ）
Analysis（分析）

提案2
 「データの活用」

＋「問題解決」
標準化得点によるデータの比較

（数学Bの内容を含む）

Data（データ）
Analysis（分析）
Conclusion（結論）

提案3
 「データの活用」

＋「問題解決」
問題解決を目的とした探究活動

（統計ポスターの作成）
Pr・Pl・D・A・C
の1回目の実施

提案4
 「データの活用」

＋「問題解決」
＋「情報デザイン」

統計ポスターの作成
＋

情報デザインによる統計ポスターの改良

Pr・Pl・D・A・C
の2回目の実施

情報Ⅰ データの活用のカリキュラム提案

情報Ⅰ データサイエンス教育
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before after

情報Ⅰ データサイエンス教育
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令和４年度 「情報Ⅰ」 年間指導計画

時期 単元

取組１ 4月～7月
(1) 情報社会の問題解決
(4) データの活用

8月 統計ポスターの作成（ポスターA）

取組2 9月～12月
(3) コンピュータとプログラム
(4) 情報通信ネットワーク

取組3 1月～3月 (2) コミュニケーションと情報デザイン

3月 統計ポスターの作成（ポスターB）

年間指導計画 「データの活用」の知識・技能
問題発見→分析→
解決策の提案→まとめ

情報デザインの知識・技能
見方・考え方を学ぶ

次なるアクション
作品②の作成

作品①の評価→改善

⚫ １年間の中で，別の分野と連携して，２回統計ポスターをつくる
⚫ 時間を空けて，再度，実践することで，新たな視点でデータをみることができる
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「データの活用」に関する評価の観点

論理的にデータを活用する思考力の向上を判断する観点１

ポスターAに比べ，ポスターBは問題解決に向けて，

より論理的につながるのあるデータ活用ができている

複数のデータを根拠とした表現力の向上を判断する観点2

ポスターAに比べ，ポスターBは課題に対して，

複数のデータの可視化や根拠をもって表現されている

高等学校「情報Ⅰ」における「データの活用」と連携した「情報デザイン」授業の提案，情報教育シンポジウム論文集，pp67-73，

（2023）
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「情報デザイン」に関する評価の観点

データを取捨選択する判断力の向上を判断する観点１

レイアウトに関するチェックリストによって評価する観点2

目の特性（ゲシュタルトの法則）を活用した

「近接」，「整列」，「反復」，「対比/強弱」

配色に関するチェックリストによって評価する観点３

配色に関わる

「背景色」，「色数」，「色の意味づけ」，「色の組合せ」

髙橋佑磨, 片山なつ: 伝わるデザインの基本増補改訂版よい資料を作るためのレイアウトのルール. 技術評論社

（2014）
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考察

・ 観点１ データを取捨選択する判断力
収集したデータを多数並べるのではなく，情報を取捨選択し適切な情報量
で受け手に伝えようとしていた

→ 受け手に伝わりやすいデータの取捨選択する判断力は向上した

・ 観点２ レイアウトに関する観点
満たしたチェックリスト項目数が３以上の生徒割合 25％→56％

→ それほど高度の技能ではなく，もっと高い割合となるべき

・ 観点３ 配色に関する観点
満たしたチェックリスト項目数が３以上の生徒割合 ６％→17％

→ 不十分な結果であった
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展望

１ 本実践は，レイアウトや配色に関する指導は，講義を行っただけ

→ 統計ポスターの実例を用いた演習授業を取り入れた授業

２ 本実践は，グループで作成したポスターAと，個人で作成した
ポスターBの比較を行った

→ 個人による成果の比較による測定
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